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▼
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
学
生
を
引
率
し
て
福
岡
に

調
査
に
赴
い
た
。
久
々
の
飛
行

機
は
満
席
で
、
空
か
ら
見
る
夜

景
に
も
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
高
い
欧
州

諸
国
で
感
染
が
再
拡
大
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
楽
観
的
に

は
な
れ
な
い
が
、「
ジ
ャ
パ
ン
・

ミ
ラ
ク
ル
」
と
も
評
さ
れ
る
状

況
の
ま
ま
収
束
に
向
か
う
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
▼
福

岡
で
は
、
先
日
の
総
選
挙
で
落

選
し
た
元
同
僚
教
員
と
四
年
ぶ

り
に
会
い
、
選
挙
活
動
の
実
際

や
今
後
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て

懇
談
す
る
機
会
も
得
た
。
大
手

メ
デ
ィ
ア
の
事
前
予
測
と
出
口

調
査
は
大
外
れ
で
、
比
例
・
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
二
議
席
を
確

保
す
る
な
ど
、
日
本
維
新
の
会

が
第
三
党
に
躍
進
し
た
。「
世
代

交
代
」
が
進
ん
だ
こ
と
は
よ
か

っ
た
と
し
て
、
新
人
議
員
に
は

資
質
に
問
題
が
あ
る
者
も
混
じ

っ
て
い
る
よ
う
で
、
政
治
の

「
劣
化
」
も
懸
念
さ
れ
る
。
▼

何
よ
り
驚
い
た
の
は
、
戦
後
三

番
目
に
低
い
投
票
率
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
鬱

積
し
て
い
た
現
政
権
へ
の
不
満

が
行
き
場
を
失
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
立
民
・
共
産
に
不

安
を
覚
え
る
多
く
の
人
々
は
維

新
に
投
票
し
、
あ
る
い
は
そ
う

し
た
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
な
か

っ
た
選
挙
区
で
は
棄
権
と
な
っ

た
構
図
だ
が
、
政
界
再
編
が
起

き
な
い
限
り
、
投
票
に
よ
り
政

治
を
変
え
る
こ
と
は
絶
望
的
で

あ
る
。
▼
選
挙
結
果
へ
の
ネ
ッ

ト
で
の
コ
メ
ン
ト
に
、「
み
ん
な

政
治
を
諦
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
う
誰
も
こ
の
社
会
を
愛

し
て
い
な
い
。
自
分
（
と
家
族

や
友
人
）
さ
え
幸
福
な
ら
良
い

の
で
す
。
選
挙
に
時
間
を
割
く

ぐ
ら
い
な
ら
、
自
分
の
ス
キ
ル

を
磨
く
方
に
時
間
を
掛
け
た
方

が
コ
ス
パ
が
良
い
」
と
い
う
も

の
を
目
に
し
た
。
当
を
得
て
い

る
と
思
い
つ
つ
、
そ
れ
で
社
会

が
維
持
で
き
る
の
か
、
こ
の
国

の
行
く
末
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
。

（
ヒ
ゲ
）

第
十
八
回
定
例
理
事
会
開

第
十
八
回
定
例
理
事
会
開
催催

後
半
期
事
業
予
定
・
七
〇
周
年
事
業
な
ど
方
針
を
確

後
半
期
事
業
予
定
・
七
〇
周
年
事
業
な
ど
方
針
を
確
認認

七
〇
周
年
事
業
に
ア
ー
カ
イ
ブ
作
製
を
承

七
〇
周
年
事
業
に
ア
ー
カ
イ
ブ
作
製
を
承
認認

十
月
十
六
日
（
土
）
十
時
よ
り
、
友
愛
サ
ロ
ン
に
於
い
て
、
第
十
八
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
本
理
事
会
で
は
、
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
二
〇
二
一
年
度
の
休
止
、
二
〇
二
三
年
に
迎
え
る
友

愛
創
立
七
〇
周
年
記
念
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
友
愛
活
動
を
年
表
と
写
真
で
紐
解
く
友
愛
ア
ー
カ
イ
ブ
（
資
料
・
記
録
）
が
作
製
さ
れ
る
事

な
ど
が
協
議
・
承
認
さ
れ
た
。
七
〇
周
年
記
念
事
業
に
関
し
て
は
、
芳
賀
大
輔
理
事
が
担
当
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
議
事
録
（
一
部
割
愛
）
を
掲
載
し
、
理
事
会
の
運
営
状
況
な
ど
つ
ぶ
さ
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
報
告
と
し
た
い
。

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
理
事

長
は
、
そ
の
旨
事
務
局
に
指
示

し
た
。

次
に
、
各
事
業
に
関
し
て
の

現
状
報
告
に
移
る
に
あ
た
っ

て
、
協
議
事
項
に
関
す
る
報

告
、
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
に
関
し
て

及
び

友
愛
創

立
七
〇
周
年
記
念
事
業
（
記
念

誌
作
成
等
）
に
関
し
て
先
に
報

告
を
受
け
、
協
議
を
進
め
た
い

と
の
方
針
を
議
長
が
提
案
し
、

全
員
こ
れ
に
賛
同
を
示
し
た
た

め
、
協
議
事
項
に
つ
い
て
、
先

に
報
告
、
協
議
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

協
議
に
あ
た
り
、
議
長
は
各

議
案
に
つ
い
て
の
説
明
を
担
当

理
事
及
び
事
務
局
に
求
め
た
。

担
当
理
事
、
事
務
局
は
、
以

④
九
月
二
十
四
日
（
金
）
理

事
長
・
茂
木
先
生

対
談
ビ
デ

オ
撮
影

議
長
よ
り
、「
資
産
運
用
に
関

す
る
基
本
方
針
」
第
５
項
に
基

づ
き
、「
理
事
長
に
よ
る
資
産
運

用
状
況
に
関
す
る
報
告
」
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、

資
料
を
基
に
、
理
事
長
が
現
状

を
報
告
し
た
。

報
告
内
容
：
現
在
は
、
市
場

評
価
額
が
運
用
開
始
当
時
に
要

し
た
額
を
上
回
っ
て
お
り
、
且

つ
既
に
分
配
金
、
配
当
金
な
ど

も
受
領
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

概
ね
順
調
な
運
用
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
金
沢
俊
弘
監

事
・
西
川
伸
起
理
事
か
ら
、
資

産
全
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
読
め

る
資
料
を
次
回
は
開
示
し
て
欲

に
開
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

１

報
告
事
項

議
長
の
指
名
を
受
け
、
羽
中

田
事
務
局
長
が
、
庶
務
・
経
理

関
連
に
つ
い
て
下
記
の
通
り
報

告
を
行
っ
た
。
特
に
質
問
等
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
の
報

告
事
項
に
移
っ
た
。

（
１
）
庶
務
・
経
理
関
連

①
九
月
十
七
日
（
金
）
税
額

控
除
に
係
る
申
請
提
出

内
閣

府
公
益
等
認
定
委
員
会
へ

②
七
月
～
九
月

定
期
会
計

諸
表
確
認
及
び
指
導
／
小
林
広

治
公
認
会
計
士
・
税
理
士

③
八
月
二
日
・
九
月
七
日
・

十
月
五
日

担
当
理
事
打
ち
合

わ
せ
会
開
催

各
事
業
も
こ
れ
ま
で
具
体
的
な

実
施
が
で
き
ず
に
お
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
機
関
紙

『
友
愛
』
に
関
し
て
は
、
と
も

か
く
も
発
行
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
私
が
巻
頭
言
を
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

担
当
理
事
打
ち
合
わ
せ
会
も
毎

月
開
催
さ
れ
、
事
業
の
実
施
に

向
け
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
本
日
の
理
事
会
を
有
意
義

理
事
十
三
名
中
十
名
出
席
、

監
事
二
名
中
二
名
出
席
と
の
答

を
受
け
、
議
長
が
本
理
事
会
の

成
立
を
宣
言
し
た
。

理
事
長
挨
拶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
な
か
な
か
理
事
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
日

こ
う
し
て
皆
様
の
ご
協
力
を
得

て
開
催
で
き
た
こ
と
に
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

後
に
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、

理
事
が
招
集
し
、
開
催
す
る

（
定
款
第

条
に
定
め
る
理
事

４９

会
運
営
規
程
第
４
条
第
４
項
）。

議
長定

款
第

条
に
基
づ
き
、
理

４３

事
長
が
議
長
を
務
め
る
。

定
数
確
認
／
事
務
局

理
事
一
〇
名
出
席
、
監
事
二

名
出
席

議
長
が
事
務
局
に
出

席
者
の
人
数
に
つ
い
て
の
報
告

を
求
め
、
事
務
局
が
こ
れ
に
答

え
た
。

出
席
者

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

井
上

和
子
理
事

芳
賀
大
輔
理
事

攪
上
哲
夫
理
事

井
田
安
信
理

事

山
嵜
偉
広
理
事

鳩
山

太
郎
理
事

高
邑

勉
理
事

西
川
伸
起
理
事

南
埜
幸
信

理
事金

沢
俊
弘
監
事

海
方

亨

監
事

手
続
き

本
理
事
会
は
、
鳩
山
由
紀
夫

久
し
ぶ
り
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
事
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
と
挨
拶

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て

嬉
し
い
限
り
で
す
。
満
面
の
笑
み
で
、

資
料
を
手
に
各
担
当
理
事
の
運
営
・
活

動
を
讃
え
る
井
上
和
子
理
事

友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
休
止
に

つ
い
て
説
明
す
る
南
埜
幸
信
理
事

こ
の
他
農
業
の
専
門
家
と
し
て
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
事
業
に
も
協
力
し
て
い
る

写
真
左
か
ら
／
鳩
山
太
郎
理
事

七
〇

周
年
記
念
事
業
を
担
当
す
る
芳
賀
大
輔

理
事

高
邑

勉
理
事

全
員
が
マ
ス
ク
姿
で
臨
ん
で
い
る

写
真
左
か
ら
／
西
川
伸
起
理
事

井
田

安
信
理
事

攪
上
哲
夫
理
事

山
嵜
偉

広
理
事

全
員
が
鳩
山
友
愛
塾
修
了
生

で
あ
る

全員マスク着用での会議。最大限に間隔を空け万全の対策で臨んでいる。闊達に意見が交わされ、質疑も充分に
行われている。写真手前から／海方亨監事　金沢俊弘監事　西川伸起理事（ＯＥＪＡＢ）　井田安信理事（ミャン
マー事業）　攪上哲夫理事（友愛小論文コンテスト）　山嵜偉広理事（諸規定等）　鳩山由紀夫理事長　井上和子理
事　鳩山太郎理事　芳賀大輔理事（70周年事業）　高邑勉理事　南埜幸信理事（友愛国際写真コンクール）
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関
し
て
／
羽
中
田
事
務
局
長

☆
内
閣
府
よ
り
の
チ
ェ
ッ
ク

に
関
し
て
、
確
認
作
業
中

☆
今
後
５
年
間
で
、
会
員
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
を
図
る
。

議
長
は
、
各
報
告
に
つ
い
て
の

質
問
を
募
り
、
現
状
を
全
員
が

承
知
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

以
上
を
も
っ
て
第
十
八
回
定

時
理
事
会
を
十
二
時
に
終
了
し

た
。

…
…
…
…
…
…
…

公
益
財
団
法
人
友
愛
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
友
愛
「
定
款
」

「
諸
規
定
」
を
始
め
、
毎
年
度

の
財
務
報
告
な
ど
情
報
を
公
開

し
て
お
り
ま
す
。

公
益
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
、
国
際
交
流
事
業
・
表
彰

事
業
・
友
愛
普
及
啓
発
活
動
に

つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
、
写
真
と
共
に
詳
し
く
報
告

し
て
お
り
ま
す
。

是
非
友
愛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

https//:yuai-love.com

募
集
に
関
す
る
日
程
：【
参

考
資
料
】
ポ
ス
タ
ー
及
び
募
集

要
項
を
十
月
八
日
付
で
送
付

国
立
大
学
等
前
年
度
の
送
付

先
を
基
に
、
四
十
二
校
に
依
頼

状
送
付

派
遣
に
関
す
る
日
程
：
二
〇

二
二
年
三
月
に
実
施
予
定
。
詳

し
い
日
程
は
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
と
打

合
せ
て
決
定
す
る
。

募
集
締
め
切
り

十
一
月
三

〇
日
（
火
）

選
考

十
二
月
下
旬
ま
で

発
表

二
〇
二
二
年
一
月
上

旬
そ
の
他
：
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
七

五
周
年
に
理
事
長
の
祝
辞
ビ
デ

オ
を
贈
る

☆
十
月
十
一
日
撮
影
・
Ｏ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｂ
へ
送
付
済

機
関
紙
『
友
愛
』
九
月
号

（
第
五
七
二
号
）
発
行

☆
理
事
長
巻
頭
言
及
び
友
愛

蔵
書
紹
介
。
特
別
構
成
の
た
め

事
務
局
内
で
印
刷

税
額
控
除
団
体
認
定
の
申
請
に

告
以
下
の
事
項
に
関
し
て
は
、

各
担
当
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
下
記

の
通
り
報
告
を
行
っ
た
。

小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
関
し
て

／
攪
上
理
事

二
〇
二
一
年
度
対
象
大
学

北
京
語
言
大
学

実
施
予
定
時
期
：
二
〇
二
一

年
十
一
月
二
十
六
日

ビ
デ
オ

に
よ
る
講
演

講
演
：
茂
木
健
一
郎
理
事
／

脳
科
学
と
友
愛

約
五
分

対
談
：
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

・
茂
木
健
一
郎
理
事

約
三
十

五
分そ

の
他
：
鳩
山
友
愛
塾
修
了

生
理
事
に
よ
る
「
私
に
と
っ
て

友
愛
と
は
」
各
三
分

☆
次
年
度
実
施
大
学
の
候
補

と
し
て
北
京
技
科
大
学
が
挙
が

っ
て
お
り
、
現
在
李
慶
達
評
議

員
を
通
し
て
、
可
能
性
を
問
い

合
わ
せ
中

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
支
援
・
指
導

者
育
成
事
業
に
つ
い
て
／
井
田

理
事☆

九
月
二
十
四
日（
金
）
鳩

山
理
事
長
が
石
橋
通
宏
参
議
院

議
員
と
面
談

☆
「
両
国
の
未
来
を
考
え
る

若
者
の
集
い
」
十
二
月
月
五
日

（
日
）
に
計
画

☆
農
家
訪
問
・
肥
料
づ
く
り

研
修
な
ど

☆
研
修
会
は
、
農
家
訪
問
を

や
め
、
友
愛
サ
ロ
ン
で
の
講
義

を
中
心
と
す
る

☆
石
橋
議
員
に
面
談
し
、
事

業
報
告
・
参
加
依
頼
を
行
う

☆
作
物
を
サ
ツ
マ
イ
モ
に
限

ら
ず
「
む
く
な
豆
」（
八
升
豆
）

も
対
象
と
し
て
考
え
る

☆
肥
料
作
り
を
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
届
け

る
方
針
は
続
行（
軽
井
沢
検
討
）

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
へ
の
派
遣
・
受
入

事
業
に
つ
い
て
／
西
川
理
事

に
入
り
全
会
一
致
で
第
一
号
議

案
は
承
認
さ
れ
、
今
年
度
に
限

り
、
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
は
休
止
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

第
二
号
議
案

友
愛
活
動
七
〇

周
年
記
念
／
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
記
念
誌
作
成
に
関
し
て

友
愛
創
立
七
〇
周
年
記
念
事

業
（
記
念
誌
作
成
等
）
に
関
し

て
／
事
務
局

☆
紙
媒
体
で
の
記
念
誌
作
成

は
止
め
る
。

☆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の

記
録
的
記
念
誌
を
作
成
す
る
。

☆
全
国
都
道
府
県
立
図
書
館

・
国
立
大
学
図
書
館
に
寄
贈

☆
会
員
へ
の
配
布
等
に
つ
い

て
は
、
別
途
検
討

以
上
の
説
明
を
受
け
、
全
員

に
質
問
を
募
っ
た
の
ち
、
決
議

に
入
り
全
会
一
致
で
第
二
号
議

案
は
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
理
事
長
に
一
任
さ
れ

て
い
た
本
事
業
の
担
当
理
事
と

し
て
、
芳
賀
大
輔
理
事
が
選
任

さ
れ
た
。

協
議
題
を
終
え
、
各
担
当
理

事
に
よ
る
各
事
業
の
現
状
報
告

が
、
以
下
の
通
り
行
わ
れ
た
。

各
事
業
に
関
し
て
の
現
状
報

下
の
通
り
説
明
し
た
。

２

協
議
事
項

第
一
号
議
案

二
〇
二
一
年
度

友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
休
止
に
関
し
て

友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

に
関
し
て
／
南
埜
理
事

☆
何
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
告
示
、
募

集
、
共
催
団
体
間
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
が
滞
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。☆

現
状
で
の
中
国
セ
ン
タ
ー

側
か
ら
の
請
求
費
用
・
方
法
な

ど
は
、
再
検
討
を
要
す
る

募
集
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
に

百
二
十
万
円
新
た
に
必
要

そ
の
他
、
賞
金
・
表
彰
式
会

場
設
営
等
六
百
五
十
万
円

☆
中
国
政
府
方
針「
一
等
賞
・

二
等
賞
」
等
の
順
位
付
け
の
禁

止
に
関
し
て
も
賞
の
名
称
・
選

考
基
準
等

再
考
を
要
す
る

☆
今
年
度
は
休
止
し
、
改
め

て
募
集
の
範
囲
な
ど
再
検
討

し
、
次
年
度
に
備
え
る
。ま
た
、

本
事
業
は
、「
表
彰
事
業
の
一

つ
」
と
し
て
、
事
業
計
画
に
あ

る
事
業
な
の
で
、
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
休
止

以
上
の
説
明
を
受
け
、
全
員

に
質
問
を
募
っ
た
の
ち
、
決
議

く
な
り
甘
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
支
援
を
続

け
て
七
年
、
現
在
一
番
の
問
題

は
「
土
を
肥
や
す
こ
と
」
と
解

っ
て
き
た
。
招
聘
す
る
こ
と
が

叶
わ
な
い
今
年
度
は
、
土
作
り

の
た
め
の
方
法
を
、
解
り
や
す

い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
届
け
る
事
が
、
目
標

で
あ
る
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
を
実

感
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

る
格
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
自
宅
の
前
に

自
家
用
の
キ
ウ
イ
の
棚
を
作
っ

て
い
て
、
そ
の
棚
の
下
に
、
コ

ン
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
る
。

食
べ
物
の
残
り
、
野
菜
や
果

物
の
皮
、
手
入
れ
で
抜
い
た
雑

草
な
ど
、
何
で
も
ほ
り
込
ん
で

し
ま
う
と
語
る
高
橋
さ
ん
、「
ゴ

ミ
は
出
な
い
し
、
キ
ウ
イ
も
大

き
く
な
る
し
、
簡
単
だ
し
、
良

い
こ
と
ば
か
り
だ
よ
」
と
、
正

に
最
先
端
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

で
あ
る
。

確
か
に
、
た
わ
わ
に
実
っ
て

い
る
キ
ウ
イ
は
、
十
セ
ン
チ
を

超
え
る
お
お
き
さ
で
、
ず
っ
し

り
し
て
い
る
。
キ
ウ
イ
だ
け
で

な
く
、
隣
に
植
え
て
あ
る
二
本

の
柿
の
木
も
、
実
の
付
き
も
良

十
一
月
七
日
（
日
）、
秋
晴
れ

の
暖
か
い
陽
ざ
し
の
な
か
、
群

馬
県
安
中
市
の
高
橋
稔
さ
ん
を

お
訪
ね
し
た
。

こ
れ
は
、
実
際
の
有
機
肥
料

の
作
り
方
を
勉
強
す
る
た
め
。

現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指

導
者
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
有
機
肥
料

の
安
価
な
作
り
方
を
伝
え
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
、
二
〇
二
一
年

度
事
業
と
し
て
進
め
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
勉
強
会
で
あ
る
。

有
機
肥
料
の
専
門
家
、
南
埜
幸

信
理
事
か
ら
、
詳
し
い
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
た
も
の
の
、
日
頃

か
ら
農
業
、
農
作
物
作
り
に
疎

遠
な
他
の
理
事
た
ち
に
と
っ

て
、
具
体
的
な
状
況
を
把
握
す

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指
導
者
育
成
事

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
指
導
者
育
成
事
業業

コ
ン
ポ
ス
ト
の
効
果
・
有
機
肥
料
に
つ
い
て
学
ぶ

コ
ン
ポ
ス
ト
の
効
果
・
有
機
肥
料
に
つ
い
て
学
ぶ

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
目
指
し

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
目
指
し
てて

遼に妙義山を望む絶景の場所に高橋邸はある。綺麗な空気、広々とした景色、降り
注ぐ太陽の光、全てが作物と暮らす高橋さんの宝物。写真左から／西川理事　井田
理事　高橋稔さん　攪上理事　羽中田事務局長　古閑美代さん（高橋さんの娘さん）

コ
ン
ポ
ス
ト
の
使
い
方
を
熱
心
に
聞
く

理
事
た
ち
。
高
橋
さ
ん
も
一
生
懸
命
説

明
し
て
く
だ
さ
っ
た

コ
ン
ポ
ス
ト
の
お
か
げ
で
、
棚
の
キ
ウ

イ
の
実
り
が
良
く
な
っ
た
と
高
橋
さ

ん
。
立
派
に
育
っ
た
実
の
大
き
さ
、
井

田
理
事
の
顔
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い

公
益
法
人
の
運
営
に
精
通
し
て
い
る
金

沢
俊
弘
監
事
。
鋭
い
質
問
、
頼
り
に
な

る
存
在
で
す
。
趣
味
は
歴
史
探
訪
・
翻

訳
、
奥
様
と
の
ご
旅
行
の
愛
妻
家
で
す

公
益
法
人
会
計
に
詳
し
い
海
方
亨
監

事
。
穏
や
か
な
お
人
柄
が
に
じ
み
出

て
、事
務
局
を
陰
で
支
え
て
く
だ
さ
る
。

趣
味
は
鉄
道
旅
行
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

70周年記念事業の一つとして検討されている「友愛アーカイブ（記録・資料作成）につ
いて、詳しい説明が行われた。年表を基に、活動記録写真・機関紙『友愛』バックナン
バーと、それぞれ関係紐付けされたデータベースを作り、友愛活動記録としても、出来
事の報告として画像を楽しむためにも、しっかりした構成が必要となる。理事・監事各
位からは、様々な意見が寄せられた。
これを具現化し、来る2023年に向けて、更なる意見交換が行われる



専
門
家
な
ど
多
く
の
人
の
協
力

の
下
、
四
年
の
歳
月
と
四
億
円

と
い
う
費
用
を
か
け
、
一
九
九

七
年
三
月
に
世
界
初
の
原
寸

大
、
し
か
も
水
力
で
連
続
的
に

駆
動
で
き
る
水
運
儀
象
台
は
つ

い
に
復
元
さ
れ
た
。

同
月
十
五
日
、「
諏
訪
湖
時
の

科
学
館
・
儀
象
堂
」（
当
時
）
で

そ
の
完
成
式
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
中
国
時
計
協
会
会
長
、
在

日
中
国
人
民
共
和
国
大
使
館
か

ら
参
事
官
、
復
元
関
係
者
、
諏

訪
広
域
圏
の
市
町
村
長
、
議
会

議
長
、
国
会
議
員
な
ど
約
二
〇

〇
人
が
出
席
さ
れ
た
。

式
典
で
、
同
復
元
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た

新
村
益
雄
下
諏
訪
町
町
長
が
、

「
日
本
で
も
匠
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
皆
様
の
お
力
添
え
と
、

服
部
セ
イ
コ
ー
、
セ
イ
コ
ー
ブ

レ
シ
ジ
ョ
ン
の
施
工
に
よ
り
九

〇
〇
年
ぶ
り
に
世
界
で
初
め

て
、
水
運
儀
象
台
を
こ
の
町
に

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
正
に
夢
の
よ
う
な
心
境
で

一
杯
で
あ
り
ま
す
。」と
感
無
量

の
様
子
で
喜
び
を
述
べ
ら
れ

た
。立

派
に
復
元
さ
れ
た
水
運
儀

象
台
に
は
、
毎
年
科
学
史
学
者

達
が
視
察
に
訪
れ
、
東
京
、
京

都
、
大
阪
な
ど
各
地
の
学
生
が

科
学
技
術
の
歴
史
を
学
び
に
訪

れ
て
い
る
。（

次
号
に
つ
づ
く
）

部
の
仕
組
み
・
仕
掛
け
（
か
ら

く
り
）
も
見
事
に
再
現
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
水
運
儀
象
台
の
復
元
の

経
緯
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年

代
初
頭
に
、
三
十
数
回
も
訪
中

さ
れ
た
東
洋
文
化
研
究
家
・
書

家
吉
澤
大
淳
氏
が
下
諏
訪
町
か

ら
地
域
振
興
の
相
談
を
受
け
、

北
宋
時
代
の
水
運
儀
象
台
の
復

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
さ
れ

た
。
吉
澤
氏
の
提
案
は
現
地
の

行
政
機
構
、
科
学
技
術
史
学
術

界
、
精
密
機
械
業
者
、
観
光
業

界
の
賛
同
と
援
助
を
得
た
。
諏

訪
地
域
は
、
日
本
に
お
け
る
精

密
機
器
の
生
産
地
、
特
に
時
計

を
主
な
産
業
と
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
古
代
の
天
文
機
器

・
時
計
復
元
は
、
地
域
振
興
に

ぴ
っ
た
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

教
授
山
田
慶
兒
氏
、
そ
し
て
株

式
会
社
精
工
舎
（
元
時
計
事
業

本
部
長
土
屋
榮
夫
氏
は
、
進
行

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
）

ま
た
建
築
史
、
服
飾
史
な
ど
の

象
堂
」に
改
名
）に
電
話
し
て
、

吉
澤
氏
と
連
絡
が
取
れ
た
。
二

〇
一
一
年
五
月
三
日
、
私
は
神

戸
か
ら
約
四
〇
〇
キ
ロ
を
運
転

し
て
、
下
諏
訪
町
を
訪
れ
、
復

元
さ
れ
た
水
運
儀
象
台
を
興
味

津
々
に
見
学
、
撮
影
し
、
同
復

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
者
で

あ
る
吉
澤
大
淳
氏
に
取
材
し

た
。同

日
科
学
館
敷
地
内
で
、
私

が
超
広
角
レ
ン
ズ
を
利
用
し
ハ

イ
ア
ン
グ
ル
で
水
運
儀
象
台
の

写
真
を
撮
っ
た
。
こ
の
写
真
が

吉
澤
氏
に
評
価
さ
れ
、
館
内
で

展
示
す
る
と
言
わ
れ
た
た
め
、

私
は
神
戸
に
帰
っ
て
大
き
い
サ

イ
ズ
の
写
真
を
注
文
し
、
吉
澤

氏
に
郵
送
し
た
。
同
年
六
月
、

私
が
書
い
た
水
運
儀
象
台
の
記

事
は
中
国
語
週
刊
誌
『
中
文
導

報
』に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

吉
澤
氏
に
同
誌
を
寄
贈
し
た
。

そ
れ
以
降
、
吉
澤
氏
と
の
付

き
合
い
が
深
ま
っ
て
き
た
。

下
諏
訪
町
に
復
元
さ
れ
た
水

運
儀
象
台
は
原
寸
大
で
あ
り
、

そ
の
高
さ
は
十
二
メ
ー
ト
ル
、

下
層
の
幅
は
約
六
・
五
メ
ー
ト

ル
、
極
彩
色
の
美
に
輝
い
て
甚

だ
壮
観
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
内

諏
訪
町
を
訪
れ
、
取
材
と
撮
影

を
重
ね
て
き
た
。

私
は
幼
い
時
か
ら
時
計
修

理
、
機
械
及
び
電
気
機
器
、
写

真
な
ど
の
趣
味
が
あ
る
。
二
〇

〇
八
年
、
水
運
儀
象
台
研
究
の

権
威
で
あ
る
管
成
学
氏
（
私
の

中
学
校
時
代
の
歴
史
授
業
を
担

当
さ
れ
た
教
員
）
の
依
頼
で
、

私
は
土
屋
氏
の
水
運
儀
象
台
の

学
術
著
作
の
訳
文
（
抜
粋
）
を

校
正
し
、
初
め
て
下
諏
訪
町
に

復
元
さ
れ
た
水
運
儀
象
台
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
私
は
、
九
〇
〇
年
前
の
世

界
最
大
の
精
密
機
器
水
運
儀
象

台
が
な
ぜ
日
本
の
小
さ
な
町
で

世
界
初
め
て
立
派
に
復
元
さ
れ

た
か
、
と
な
お
さ
ら
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
五
月
、
管
成
学

氏
が
諏
訪
湖
水
運
儀
象
台
へ
視

察
に
行
っ
た
と
の
こ
と
を
知

り
、
私
も
い
つ
か
は
見
学
と
取

材
に
行
く
と
考
え
た
。
併
せ
て

吉
澤
大
淳
氏
の
こ
と
を
知
り
、

二
〇
一
一
年
四
月
、
下
諏
訪
町

「
時
の
科
学
館

儀
象
堂
」（
二

〇
一
九
年
か
ら
「
今
昔
館

儀

水
運
儀
象
台
は
、
天
体
の
運

行
と
時
刻
を
合
体
さ
せ
、
水
を

動
力
源
と
し
て
運
転
さ
れ
て
い

た
「
大
型
天
文
観
測
時
計
塔
」

で
あ
る
。
こ
の
精
密
な
仕
掛
け

は
、
何
と
九
〇
〇
年
以
上
も
前

の
、
西
歴
一
〇
九
二
年
（
中
国

の
北
宋
時
代
）
に
宰
相
、
科
学

者
で
あ
る
蘇
頌
（
そ
し
ょ
う
）

な
ど
が
宋
の
都
開
封
に
建
造
し

た
も
の
で
、
残
念
な
こ
と
に
西

暦
一
一
二
四
年
に
戦
乱
で
破
壊

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

水
運
儀
象
台
は
、
機
械
式
時

計
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
近
代
天

文
台
の
鼻
祖
と
も
言
わ
れ
、
近

代
科
学
技
術
が
誕
生
す
る
前
に

人
類
が
作
っ
た
最
も
大
き
い
、

最
も
精
密
な
科
学
機
械
で
あ

る
。こ

の
中
国
古
代
の
偉
大
な
発

明
が
、
一
衣
帯
水
の
関
係
に
あ

る
日
本
で
復
元
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

場
所
は
、
長
野
県
下
諏
訪
町

に
あ
る
「
儀
象
堂
」、
こ
こ
で
立

派
に
復
元
さ
れ
た
実
物
大
の
水

運
儀
象
台
に
出
会
え
る
。
筆
者

は
、
今
ま
で
三
回
に
わ
た
り
下

Ａ
の
動
向
は
、
男
女
別
の
見
直

し
を
迫
る
か
も
し
れ
な
い
。
す

で
に
陸
上
・
水
泳
種
目
で
は
男

女
混
合
リ
レ
ー
が
種
目
に
加
わ

っ
て
い
る
。

国
を
代
表
し
て
争
う
と
い

う
、
二
〇
世
紀
的
区
分
は
ど
う

な
る
だ
ろ
う
か
？

ロ
シ
ア
は

国
と
し
て
の
参
加
は
な
か
っ
た

し
、
難
民
チ
ー
ム
の
国
旗
掲
揚

は
ど
う
す
る
の
か
？

「
オ
リ

と
パ
ラ
」
も
別
運
営
す
る
の
だ

ろ
う
か
？

走
り
幅
跳
び
で
義

足
を
つ
け
た
障
が
い
者
の
記
録

が
健
常
者
並
み
だ
っ
た
と
い
う

話
も
聞
い
た
記
憶
が
あ
る
。

一
方
で
、
年
齢
別
の
導
入
が

検
討
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

新
採
用
の
ボ
ー
ド
競
技
で
は
史

上
最
年
少
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕

生
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ

ー
ツ
に
二
〇
代
後
半
以
降
の
大

人
は
参
加
出
来
る
の
か
？

最

近
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
も
登
場
し
て

い
る
。
こ
れ
な
ら
選
手
の
障
が

い
の
有
無
は
無
関
係
だ
ろ
う
。

速
さ
や
強
さ
の
基
準
と
な
る

メ
ー
ト
ル
法
が
フ
ラ
ン
ス
で
導

入
さ
れ
て
二
三
〇
年
、
仏
人
ク

ー
ベ
ル
タ
ン
が
提
唱
し
た
近
代

五
輪
ア
テ
ネ
大
会
か
ら
一
二
五

年
。
五
輪
が
こ
れ
か
ら
先
も
持

続
し
て
い
く
た
め
に
、
フ
ラ
ン

ス
は
パ
リ
大
会
で
現
代
ス
ポ
ー

ツ
に
新
た
な
「
も
の
さ
し
」
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

T
og

今
回
新
た
に
「
一
緒
に
（

e
ther

）」を
加
え
た
と
い
う
。
先

述
の
二
つ
の
シ
ー
ン
は
こ
の
新

た
な
モ
ッ
ト
ー
の
具
現
と
も
み

え
た
。

し
か
し
ラ
テ
ン
語
で
は
「
一

緒
に
」
を
何
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う

か
？

辞
書
を
ひ
い
て
も
こ
の

三
つ
の
単
語
と
韻
を
踏
む
羅
語

が
見
当
た
ら
な
い
。
せ
め
て
日

本
語
に
し
た
ら
ど
う
訳
せ
ば
よ

い
か
思
案
し
て
み
た
。

私
な
ら
ば「
よ
り
友
愛
し
く
」

と
し
た
い
。
読
み
方
は
「
よ
り

う
る
わ
し
く
」
で
ど
う
か
。

こ
れ
な
ら
よ
り
深
い
連
帯
と

友
愛
の
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
う
の
だ
が
。

中
継
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
「
三

年
後
の
パ
リ
大
会
で
は
、
市
内

の
歴
史
的
建
造
物
を
会
場
に
す

る
」
が
耳
に
残
っ
た
。

勝
手
な
予
測
を
許
し
て
い
た

だ
け
る
な
ら
ば
、
二
〇
二
四
年

パ
リ
の
野
心
的
コ
ン
セ
プ
ト
は

integration

【
融
合
（

）】
に
な

る
の
で
は
な
い
か
？

ア
ー
ト

と
ス
ポ
ー
ツ
の
融
合
で
あ
る
。

【
融
合
】
は
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
る
ま
い
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ｉ

す
っ
た
も
ん
だ
の
五
輪
が
終

わ
り
、
秋
も
深
ま
る
な
か
、
は

や
記
憶
も
薄
れ
て
あ
の
喧
騒
は

な
ん
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
で
も

遠
ざ
か
る
記
憶
の
中
か
ら
、
浮

か
び
上
が
る
い
く
つ
か
の
シ
ー

ン
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
走
高
跳
び
の
金

を
分
け
合
っ
た
二
人
。
思
い
出

し
た
の
は
一
九
三
六
年
ベ
ル
リ

ン
大
会
で
の
棒
高
跳
び
、
銀
と

銅
の
大
江
と
西
田
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
だ
。
彼
ら
も
、
順
位
決
定
を

せ
ず
年
齢
差
で
銀
と
銅
に
な
っ

た
が
、
帰
国
後
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

ダ
ル
を
二
つ
に
割
っ
て
継
ぎ
合

わ
せ
た
と
い
う
。

二
つ
目
の
シ
ー
ン
は
、
マ
ラ

ソ
ン
ゴ
ー
ル
前
で
の
オ
ラ
ン
ダ

の
選
手
が
ベ
ル
ギ
ー
の
選
手
に

振
り
向
き
ざ
ま
に
手
で
「
前

へ
！
」
と
促
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル

し
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
こ
と
。

後
刻
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た
の
だ

が
、
二
人
は
共
に
ソ
マ
リ
ア
難

民
で
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
と
い

う
。い

ず
れ
の
シ
ー
ン
に
も
、
彼

ら
の
笑
顔
の
う
ら
に
秘
め
ら
れ

た
こ
れ
ま
で
の
困
苦
を
思
い
、

素
直
に
リ
ス
ペ
ク
ト
の
気
持
ち

が
沸
き
上
が
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
閉
会
式
。
な
ん
と

淡
白
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
乏
し

い
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
っ
た
こ
と

か
。
救
わ
れ
た
の
は
次
回
開
催

都
市
パ
リ
の
演
出
だ
。
近
代
五

輪
が
掲
げ
て
き
た
モ
ッ
ト
ー
は

「
よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
、
よ

Citius
A
ltius

Fo

り
強
く
（

r
tius

）」
だ
。
そ
こ
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
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寄
稿
文

ス
ポ
ー
ツ
の
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」

長
野
県
会
員
・
安
部
白
道

水上に浮かぶ五輪のエンブレム
撮影／永井雷太郎

寄
稿
文水

運
儀
象
台

あ
な
た
は
ご
存
じ
で
す
か
？

九
〇
〇
年
の
時
を
超
え
て
―
日
中
文
化
・
学
術
交
流

文
・
写
真

劉
幸
宇
（
Ｌ
Ｘ
Ｙ
国
際
交
流
研
究
所

代
表
）

下諏訪町今昔館「儀象堂」内に聳え立つ水運儀
象台。見学者は後を絶たない。手前の人と大き
さを比べて見てください

最上階にある渾儀（正座の位置を観測す
る計器）等身大の人形は中国元の時代の
天文学者　郭守敬

一階にあるからくり時計の一部。人形
がぐるりと取り巻いて、大きな装置の
動きと共に一見の価値有り
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公
益
財
団
法
人
友
愛

国
際
交
流
事

公
益
財
団
法
人
友
愛

国
際
交
流
事
業業

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
募
集
中
・
貴
重
な
経
験
・
新
し
い
仲
間
と
の
出
合

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員
募
集
中
・
貴
重
な
経
験
・
新
し
い
仲
間
と
の
出
合
いい

友
愛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
報
告
・
募
集
要
項
な
ど
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す

友
愛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
報
告
・
募
集
要
項
な
ど
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
！！

友
愛
の
国
際
交
流
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ

（
エ
ヤ
ッ
プ
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
）
へ
の
派
遣
員
を
今
年
も
募
集

し
ま
す
。
約
十
日
間
現
地
で
の
研
修
は
、
旅
行
で
は
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い

貴
重
な
体
験
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
派
遣
さ
れ
た
学
生
の
報
告
書
は
、
写
真
と
共
に
機
関
紙
『
友
愛
』
そ
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ー
ン
に
国
連
機
構
の
一
つ
「
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

機
関
準
備
委
員
会
）
を
訪
問
し
た
り
、
エ
ヤ
ッ
プ
が
力
を
入
れ
て
い
る
難
民
支

援
の
た
め
の
施
設
（
学
習
と
生
活
）
で
若
者
同
志
の
交
流
を
図
っ
た
り
、
ザ
ル

ツ
ブ
ル
グ
ま
で
足
を
延
ば
し
て
の
一
日
も
あ
っ
た
り
と
、
盛
り
沢
山
で
す
。
何

よ
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
派
遣
の
同
期
生
と
の
交
流
は
、
い
つ
ま
で
も
残
る

大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
企
画
は
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
応
募
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

会
費
振
込
用
紙
に
つ
い
て
の
お
願
い

現
在
公
益
財
団
法
人
友
愛

は
、「
税
額
控
除
の
承
認
団
体
」

と
し
て
申
請
中
で
す
。

承
認
さ
れ
ま
す
と
、
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付（
会
費
）

の
一
部
が
、
皆
さ
ま
方
の
税
金

か
ら
控
除
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

す
。（
現
在
は
所
得
控
除
）

イ
メ
ー
ジ
は
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
要
領
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
様
々
な
細
か
い
条
件
が

あ
り
、
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
振
込
用
紙

記
入
の
際
、
見
本
の
内
容
等
ご

注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
月
見
れ
ば
千
々
に
も
の
こ
そ

哀
し
け
れ

我
が
身
一
つ
の
秋

に
は
あ
ら
ね
ど

『
小
倉
百
人

一
首
』
に
あ
る
大
江
千
里
の
歌

で
す
。
大
江
千
里
は
、『
伊
勢
物

語
』
で
知
ら
れ
る
在
原
業
平
の

甥
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
恋

い
に
浮
き
名
を
な
が
し
た
叔
父

さ
ん
と
違
い
、
純
粋
な
人
柄
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ど
と

考
え
な
が
ら
、
煌
々
と
輝
く
月

を
眺
め
る
の
も
、
秋
の
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
空
気
が
澄
ん
で

い
る
せ
い
で
、
月
の
光
は
一
段

と
美
し
く
、
冴
え
て
い
ま
す
。

燦
々
と
輝
く
太
陽
の
光
も
い
い

で
す
が
、
月
の
光
は
、
な
に
や

ら
妖
し
く
、
大
江
千
里
な
ら
ず

と
も
物
思
い
に
耽
り
た
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
光
の
中
に

様
々
な
出
来
事
、
人
々
の
顔
、

物
語
が
浮
か
び
、
想
い
は
果
て

ま
せ
ん
。
今
の
季
節
、
お
薦
め

の
ひ
と
と
き
で
す
。

（
も
）

写真満載の友愛の活動記録をはじめ、
機関紙『友愛』のバックナンバー・定
款等の情報など、多くの情報を掲載し
ております。スマートフォン版は左の
ＱＲコードからご覧いただけます。
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